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平成３０年度 新潟国道事務所技術研究発表会を開催
～「新国アイデア賞」１２題を発表 ～

新潟国道事務所工事安全対策協議会※では、２月１９日（火）に「平成３０年度新潟国道
事務所技術研究発表会」を以下のとおり開催します。

発表会では、工事等の受注者が、工事施工を通じ発生した課題や解決策を共有すると
ともに、工事技術者としての技術力向上に資する取り組みとして報文をとりまとめ、この中
から１２題について発表を行います。

なお、発表報文を含む全報文及び参加申込み方法は、新潟国道事務所のホームページ
に掲載されています。 http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/work/technology.html

１ 日 時 ： 平成３１年２月１９日（火）１３：３０～１６：１５

２ 会 場 ： 新潟市江南区文化会館 音楽演劇ホール
ち の やま

新潟市江南区茅野山3丁目1番14号
℡：０２５－３８３－１００１（代表）

３ 主 催 ： 新潟国道事務所工事安全対策協議会

■ 応募報文数７８題、発表される報文は「新国アイデア賞」として表彰します。
■ 参加者 約２００人
■ 本発表会は、（一社）全国土木施工管理技士会連合会の継続学習(CPDS)
認定プログラムを受けています。受講証明書が必要な方は事前申し込みを
お願いします。

次 第

① 開会挨拶

② 報文発表 １２題
(発表報文は次頁のとおり。)

③ 講評
④ 表彰状授与
⑤ 閉会挨拶

※ 新潟国道事務所では、工事の施工にあたり、工事の安全施工、建設労働者の安全衛
生の確保及び第三者に対する安全を確保することを目的に「新潟国道事務所工事安全
対策協議会」を受発注者で設置しています。

（昨年度発表会）



発 表 報 文 一 覧

「ローラ加速度応答法を用いた路盤の締固め管理」の
試験的導入

白根バイパス　６－１工区舗装その３工事 北川ヒューテック㈱ 北村　啓太

地域とのコミュニケーションから始める担い手確保・
育成の取組み

紫竹山道路　紫竹山ＩＣ改良その５工事 ㈱新潟藤田組 長谷川　竜太

担い手確保を目指して現場見学会･職場見学会･職場
体験学習開催

阿賀野バイパス　新潟安田線ＩＣ橋下部その２工事 ㈱廣瀨 佐藤　篤

幼稚園児（担い手候補）参加の現場見学会の実施 Ｈ３０国道４９号保田地区外舗装修繕工事 丸運建設㈱ 小倉　雄一

３Ｄ測量活用による橋梁維持補修 Ｈ２９・３０阿賀野川大橋補修工事
ショーボンド建設㈱
北陸支店

田中　政則

低燃費舗装の試験施工 Ｈ２９・３０新潟維持補修工事 ㈱ＮＩＰＰＯ　北信越支店 遠藤　圭介

スコップのいらないポットホール用補修材 Ｈ２９・３０新発田管内維持工事 東亜道路工業㈱ 佐久間　豊

トンネル点検作業の高品質化 Ｈ３０新潟国道トンネル定期点検等業務 応用地質㈱ 大曽根　啓介

栗ノ木ＢＰ 夜間作業での交差点切替えについて 栗ノ木道路　笹越橋付替工事 ㈱加賀田組 新潟支店 渡邉　邦弘

地盤改良工の施工管理について 朝日温海道路　猿沢地区改良その４工事 ㈱坂詰組 山口　正美

重機との接触災害防止のための見える化 Ｈ２８－３１朝日温海道路　１号トンネル工事
鹿島・福田特定建設工事
共同企業体

平井　祐樹

夜間及び休工日の安全対策について Ｈ２９・３０東栄町交差点電線共同溝工事 ㈱水倉組 佐藤　智
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